
 

1 

 

アジアの子どもの「将来就きたい仕事」に関する調査 

日本の 1 位は男子「会社員」、⼥⼦「パティシエ」 

‐アデコグループが日本を含むアジア太平洋地域 7 か国・地域でアンケートを実施‐ 

 

� 日本の子どもが将来就きたい仕事の 1 位は、男子が「会社員」、⼥⼦が「パティシエ」。 

� ⽇本の男⼦・⼥⼦を合わせた総合の 1 位は「会社員」に。 

� 「パティシエ」は 3年連続で⽇本の⼥⼦が将来就きたい仕事の 1 位に。 

� 日本の男子が将来就きたい仕事では、調査開始以来、「サッカー選手」が初めて 1 位を逃す。 

� ⽇本の⼥⼦が将来就きたい仕事でも、「会社員」は 3 位にランクイン。 

� 日本の男子が将来就きたい仕事の 4 位、⼥⼦が将来就きたい仕事の 6 位に「公務員」がランクイン。

現代の子どもは安定志向？ 

� アジア太平洋地域全体では「医者」と「先生」が人気の仕事に。 

� アジア太平洋地域で、将来就きたい仕事のトップ 3 に「会社員」が入ったのは日本のみ。 

 
 

[2016年 1 月 6 日 東京] 

世界最大

※1

の人財サービス企業であるアデコグループの日本法人で、総合人事・人財サービスを展開

するアデコ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：川崎健⼀郎、以下「アデコ」）と、アジア

太平洋地域で事業を展開するアデコグループの 6 つの拠点（韓国、香港、台湾、シンガポール、タイ、

ベトナム）は、子どもを対象にした「将来就きたい仕事」に関するアンケート調査を実施しました。 

 

【アンケート結果の概要】 

 

（1）日本の子どもの「将来就きたい仕事」ランキング 

日本の子どもが将来就きたい仕事の 1 位は、男子が「会社員」（10.2%）、⼥⼦が「パティシエ」

（11.0%）となりました。日本では、男子が将来就きたい仕事の 1 位は 2013 年に本調査を開始して

以来、2年連続で「サッカー選⼿」でしたが、今回、「サッカー選手」（10.0%）は僅差で 2 位となり

ました。⼥⼦の 1 位となった「パティシエ」は、3年連続での 1 位でした。 

 

日本の男子のランキングでは 4位に「公務員」が⼊り、⼥⼦のランキングでも「会社員」が 3 位、「公

務員」が 5 位という結果でした。国内景気の⻑期的な停滞感が続くなか、夢を追いかけるのではなく、

安定した生活を志向する子どもが増えている可能性があります。 

 

また、日本の男子では「エンジニア・プログラマー」が 9 位に入りました。昨年の 5 位からランクダウ

ンしたものの、現代の男の子にとってデジタル関連の職業が将来の夢として一般的なものになりつつあ

ることが伺えます。日本の⼥⼦では、昨年ランク外だった「服飾デザイナー」と「ピアノやお稽古事の

先⽣」が、今年は 7 位と 8 位にそれぞれランクインしました。 
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日本の子どもの「将来就きたい仕事」ランキング 

順位 男子 % 

2015年

順位 

1 位 会社員（サラリーマン・OL） 10.2 – 

2 位 サッカー選手 10.0 1 位 

3 位 公務員 6.6 – 

4 位 野球選手 6.2 3 位 

〃 医者 6.2 2 位 

6 位 学者・研究者 3.4 5 位 

7 位 警察官・刑事 3.2 7 位 

〃 運転手（バス・タクシー・電⾞など） 3.2 9 位 

9 位 エンジニア・プログラマー 2.8 6 位 

〃 救急・消防士 2.8 – 

〃 建築士・大工 2.8 7 位 

 

 
   

順位 ⼥⼦ % 

2015年

順位 

1 位 パティシエ（お菓子職人） 11.0 1 位 

2 位 先生（大学・高校・中学・小学校・幼稚園など） 6.4 2 位 

3 位 会社員（サラリーマン・OL） 5.8 – 

4 位 医者 5.6 3 位 

5 位 公務員 4.8 – 

6 位 看護師 4.6 6 位 

7 位 服飾デザイナー 3.0 – 

8 位 ピアノやお稽古事の先生 2.8 – 

9 位 漫画家 2.6 5 位 

10 位 歌手 2.4 9 位 

 

 

（2）アジア太平洋地域 7 か国・地域の子どもの「将来就きたい仕事」ランキング 

日本を含むアジア太平洋地域の 7 か国・地域では、「先生」と「医者」が人気の職業となりました。

「先生」と「医者」は、どちらも 3 か国・地域で、将来就きたい仕事の 1 位に選ばれました。日本でも

「先生」と「医者」は人気の職業で、それぞれ 2 位と 3 位にランクインしましたが、「会社員」が将来

就きたい職業のトップ 3 に⼊ったのは⽇本のみでした。経済成⻑の著しいアジア太平洋地域各国および

地域と、すでに成熟市場となっている日本との違いが、子どもの将来に対する考え方にも現れている可

能性があります。 
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アジア太平洋地域 7 か国・地域の子どもの「将来就きたい仕事」ランキング（男⼥総合） 

順位 日本 韓国 香港 

1 位 会社員 医者 先生 

2 位 先生 芸能人 医者 

3 位 医者 警察官 パフォーマー 

順位 台湾 シンガポール タイ 

1 位 先生 先生 医者 

2 位 医者 警察官 アスリート 

3 位 歌手・俳優 起業家 シェフ 

順位 ベトナム 

1 位 医者 

2 位 先生 

3 位 警察官 

 

(*1) Staffing Industry Analysts 2015、人材サービス企業売上ランキングより。 

 

【調査実施概要】 

（1）【日本】 

・調査対象 日本全国の 6歳〜15 歳の男⼥ 

・サンプル数 1,000 人（男⼥各 500 人） 

・実施方法 インターネット調査 

・実施時期 2015年 12 月 

 

（2）【アジア太平洋各国・地域】 

・対象国・地域 韓国、香港、台湾、シンガポール、タイ、ベトナム 

・調査対象 7歳〜14歳の男⼥ 

・サンプル数 各 150〜1,500 人 

・実施方法 インターネット調査、訪問調査 

・実施時期 2015年 11⽉〜12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この件に関するお問い合わせ先】 

アデコ株式会社 Communication & Branding 部 

Tel. 03-6743-8085 

■ アデコ株式会社について 

アデコ株式会社は、60 を超える国と地域で事業展開する総合人財サービスのグローバルリーダー、アデコグルー

プの日本法人です。コンサルテーションを通じて、多様な人財を生かし、多岐にわたる業務の最適化を可能にする

ソリューション（人財派遣、人財紹介、アウトソーシングなど）を提供しています。アデコは働く皆様と企業の

“better work, better life”の実現を目指し、更なるサービスの強化に取り組んでいます。アデコ株式会社に関する

より詳しい情報は、当社ホームページ www.adecco.co.jp をご覧ください。 


